
911その他の起因物を起因物とする死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

小業種

労働

者規

模

1 2017 12 15~16

居室ベッドに寝ている利用者を移乗する際、利用者がベッド

の下の方に寝ていたため、ベッドの上の方へ移乗させようと

足を踏ん張ったとき、左足脹脛に激痛がはしった。

42 19 170101
50～

99

2 2017 12 10~11

バス（ほぼ満車の状態）をホテル前バス停に停車した際、乗

車待ちのお客様が15名程いた。 乗車不可能なため、被災者

は運転席を離れ、お客様に「次のバスをご利用ください」と

案内し、乗車待ちのお客様に了承してもらったが、バスに乗

車していたお客様が降りて来て、乗車待ちのお客様をバスに

乗せるように言い、被災者の胸部を両手で押した。 被災者

は押されてバランスを崩し転倒し、その際に左手をついた。

41 6 40409
100～

299

3 2017 12 10~11

事務所内において、大掃除のためエアコンの埃を取ろうとし

て、椅子から机の上に足を掛けたところ、同椅子のキャス

ターが動いたため体のバランスを崩し、転倒した際、床で臀

部および腰部を強打し負傷した。

50 1 80409
30～

49

4 2017 12 17~18

水産売場にて、年末の売場変更作業中、上司から作業の仕方

を注意された時、左後ろから臀部を膝蹴りされ、尾骨を骨折

してしまった。

21 6 80201
100～

299

5 2017 12 18~19

入居者の居室にて、入居者をリビングへ連れて行くために、

ベッドから車椅子へ移乗しようとしたところ、利用者が突然

のけぞったため、腰に負荷がかかり、激痛を感じた。 直後

は腰の痛みのため動けなくなってしまった。

53 19 130201
50～

99



6 2017 12 11~12

朝食の服薬介助時にソファーに座っている入居者に対し、

しゃがんで水を渡そうとしたところ拳で頭を5、6発殴られ、

靴をはいた足で左足を5、6発蹴られた。

54 90 130201
30～

49

7 2017 12 13~14

出勤してきた際、売場責任者より、「昨日、やったと言って

いた事ができていない」と注意された後、胸倉をつかまれて

胸部を4、5回叩かれた。

54 90 80201
100～

299

8 2017 11
13～

14

国有林にて刈払作業中、ダニに咬まれ、頭痛、寒気、翌日よ

り発熱し、その後、入院した。 日本紅斑熱と診断され、原

因はマダニと断定された。

49 90 60209 1～9

9 2017 11 2～3

老人ホームの夜勤巡回中、車椅子常用の入居者が、ベッドか

らずり落ち、ベッドを背にした状態で床に座り込んでおり興

奮状態だったため、急いで床からベッドの上まで移乗させよ

うと試みた際、腰に痛みと違和感を感じた。 このまま1人で

の移乗は難しいと思い2階職員へ応援要請を行い、2階の職員

が入居者を抱きかかえる介助を行うと同時に受傷者が車椅子

を差し込む介助を行い、この時は腰への負担はなかった。

入居者は日勤帯は2人で介助対応する体格の良い人で、夜勤1

人勤務の際は他階職員の応援要請をすべきところ、急いで対

応しようと1人で試みたので腰への受傷となった。

53 19 130201
50～

99

10 2017 11
15～

16

実車走行中、徐行していた際、突然泥酔した歩行者がタク

シーのドアを開け暴行を受け負傷した。
57 99 40201

50～

99

11 2017 11
15～

16

配送業務中、通数を記録していたところ、犬2匹が吠えなが

ら近付いて来たため、下り坂を走って逃げた。 その際、地

面に着地した左足の膝が伸びた状態のところに体重がかか

り、違和感を覚えたため受診したところ、左膝関節血腫、左

脛骨骨挫傷と診断された。

24 19 110101
100～

299

12 2017 11
16～

店舗内キッチンにて、エビのポーション（袋詰め）の作業を

していた際に、エビの頭の額角が右手拇指先端に刺さり負傷 54 8 140201
10～



17
し、熱を持ち腫れた。

29

13 2017 11
11～

12

冷蔵倉庫搬入口においてコンテナトレーラーを誘導していた

ところ、コンテナトレーラードライバーと口論になり、相手

に両腕を掴まれコンクリートの柱に後ろ向きに強く押された

ために負傷した。

56 90 170201
100～

299

14 2017 11
13～

14

外遊びの時間に学校の体育館脇にあるコンクリート道路で、

右手に救急用具を持ちながら児童らと一緒に追いかけっこを

していたら、足を躓き左側から転倒してしまった。

18 11 140201
30～

49

15 2017 11
15～

16

当社、廃棄物等選別場にて廃棄物運搬車のコンテナから廃材

を降ろす作業中、コンテナの扉を開けた時に廃材が荷崩れを

起こし、その中の角材が落下し左の足首付近に当たり負傷し

てしまった。

45 19 130201
50～

99

16 2017 10
9～

10

療養病棟病室320号室で患者様をベットから起こして、車椅

子に移動する際に力を入れたとたん、胸背部に激痛があり、

そのまま患者様の膝元に倒れこんでしまい動けなくなった。

56 19 130101
50～

99

17 2017 10
20～

21

ホーム内にて利用者さんのオムツの交換をする時、上体を少

し上げようと引き上げた時、利用者さんがベットの柵を持ち

踏ん張られたため、その際に腰を痛めた。

24 19 130201
100～

299

18 2017 10
9～

10

派遣先の病棟にて、オムツ交換をしていたところ、体位を変

える必要があったため、自身の身体の向きを変えた際、右ふ

くらはぎの肉離れを起こした。

51 19 170101
50～

99

19 2017 10
12～

13

テコンドーの大会での試合中に足蹴りを受け、左太ももに筋

挫傷を負った。
25 6 170201

300～

499

20 2017 10
10～

11

入浴介助中、入居者の立位介助を行った際、腰部と左下肢を

痛める。
50 19 130201

30～

49

21 2017 10
9～

利用者宅で、ポータブルトイレ横の椅子に手をつき半分しゃ

がみこんだ姿勢の利用者を後ろからかかえ立たせようとした 73 19 130201
50～



10
ところ、背骨がポキッという音がして腰に痛みを感じた。

99

22 2017 10
22～

23

整備業務中、構内から車が出構しようとした際、入庫の車が

来た為、右手で出構の車を制し、左手で車止めを移動（車止

めの車輪が劣化により重くなっていた。） 当初痛みはな

かったが、左腕に黒っぽい反転ができて左腕全体がうっ血し

た。

73 19 150101
30～

49

23 2017 10
10～

11

社内グループ運動会の徒競走に出場し、ゴールの際、足がも

つれて転倒してしまい、右側の肋骨を折ってしまった。
40 2 140101

100～

299

24 2017 9
15～

16

サービス工場にて、整備車両のオイルフィルターを取り外す

ため、工具を使って緩める作業をしていたところ、力を加え

た際に誤って工具から手が離れて、エンジンルーム下部に左

手を打ちつけた。

36 3 80202
300～

499

25 2017 9
12～

13

ドライバーに数回に渡り太ももを殴られる、何日か続けて同

じ箇所を叩かれたため、内出血状態で痛みを感じる。
36 19 40301

30～

49

26 2017 9
14～

15

車椅子の男性をご自宅まで輸送、降車後、自宅マンションの

入口に階段があるので手伝って欲しいとの要望があり、手

伝ったところ車椅子を引き上げた時に、背骨を圧迫骨折した

模様。

68 19 40201
100～

299

27 2017 9
10～

11

敷地内の操作室で休憩中に服（長そでポロシャツ）に付着し

たグリスをパーツクリーナー（エタノール系スプレー）で落

としたあと、タバコを吸おうとしてライターの火をつけた時

に引火した。 着衣を脱ごうとしたが、時間がかかったた

め、火傷になった、側にあったペットボトルの水（2?×2

本）で消火しようとしたが、なかなか消えなかった。

49 16 10909
30～

49

28 2017 9 0～1

当施設内、ご利用者様の部屋にて、おむつ交換のため、体位

交換（身体を仰向けから横向きに交換）をしようと、ベッド

に左ひざをつき、右足は床についた体勢で、横向きに寝てい
46 19 130201

10～



るご利用者様の背中を押し出した瞬間、右腰に痛みが走っ

た。 当日は応急処置で湿布をして勤務をした自宅に帰り就

寝し、朝起き上がろうとしたが身動きが取れなくなった。

29

29 2017 9 8～9

施設内にて、パントリー内の搬入用EVからワイン箱を保管

場所へ移動し、戻る際にリネンが入っていたビニールが足に

ついてしまったが両手が塞がっていたのでそのまま移動した

ところ、足に絡まり転倒し左膝を強打し受傷した。

49 2 140201
100～

299

30 2017 9
22～

23

夜、終点停留所到着後、車内にてお客様同士で怒鳴り合いと

殴り合いが始まった為、止めに入った際に相手方一方より

引っ張られたことにより、脱臼したものである。

29 90 40202
100～

299

31 2017 9
14～

15

訪問看護中利用者様宅にて、利用者様がベット下部に下がっ

ていた為、頭部側へ移動させようと、御家族といっしょに

ベット頭部側から利用者様の脇を持って移動しようとしたと

ころ、自分の右胸部に痛みが走り、それ以後、右胸痛より、

整形外科受診で、右肋骨骨折と診断された。

56 19 130101
100～

299

32 2017 8
12～

13

被災者はバスを運行中、電動車椅子のお客様を被災者と現認

者の2人でバスに乗せようとし、現認者はバス車外から車椅

子を押し、被災者はバス車内から車椅子を引き上げた。 し

かし、車椅子が思いのほか重く、力を入れて引き上げようと

したため負傷した。

43 19 40202
30～

49

33 2017 8
15～

16

店内にて、客が買った商品の入ったカゴを持ち上げて清算台

に置いたときに、右膝に痛みを感じた。 その後も痛みを堪

えて仕事を続けたが、翌日に痛みが激しくなったので病院へ

行ったところ、膝の筋肉に炎症を起こしていた。

18 19 80209
30～

49

34 2017 8
21～

22

店内客席にて、お客同士の言い争いの仲裁に入ったところ、

お客様に左腕を掴まれて床に倒され、胸と腰を強打した。
39 90 140201

10～

29

10～

利用者宅2件目のサービスを終え、3件目の利用者宅へ行く途

中、信号が青に変わって渡りだしてすぐに、反対側から渡っ
1000



35 2017 8
11 て来た人が右側に突っ込んで来て、そのまま左側に避けよう

として転んだ。

54 2 130201 ～

9999

36 2017 8
11～

12

社内の水遊び場で、子どもが水遊びをしており、終了時に、

なかなか水遊びを終了できずにいた児童に指導員が声をか

け、手を差し出したところ、いきなり児童が指導員の手を

引っ張り、指導員は違和感を感じた。

43 19 130201 1～9

37 2017 8
10～

11

施設の利用者居室内にて、リクライニング車椅子からベッド

にスタッフ2名体制で移乗介助をしていた際、足元での介助

を行っていたときに、腰を痛めてしまった。

51 19 130201
30～

49

38 2017 8
15～

16

店内キッチンにて、活シマアジを出刃包丁で調理中、シマア

ジが跳ね上がり、左手人差指に裂傷を負った。
34 8 140201

30～

49

39 2017 8
17～

18

保育所で0、1歳児クラスを担任する被災者は、被災当日の夕

方クラスにて保育をしていた。 入口のドア前で、膝立ち状

態で周りにいる幼児と遊んでいたときに、室内の端から保育

者（被災者）に向かって走ってきた幼児に対応しきれず、左

足の辺りに不意にとび込んできた幼児の身体が当たり、左足

太ももに挫傷を負った。

23 6 130201
30～

49

40 2017 8
11～

12

ある施設の給食を作る厨房内のガス台の前。 ガス台上の中

華鍋を次の鍋をあたためるため、すぐ右横、食器棚下段へ移

動させる時。 中華鍋の取っ手をフキンを使い持ち、中腰か

らしゃがみこんで、うつそうとしている時に、中華鍋が手前

にひっくり返って、中の熱に揚げ油が自分の右足（ふともも

付け根から足裏）全体にかかった。

45 11 10109
50～

99

41 2017 7 9~10

錨のペンキを塗る作業をしていた。 錆びていたためハン

マーで叩いて錆を取っていたところ、錨が倒れて左足が下敷

きになり、負傷した。

53 5 10102
100～

299

草刈り作業中、フェンス周りを、草刈りしながら前進してい
10～



42 2017 7 11~12 る時に、釘を踏んで、左の足の裏を負傷した。 当日は傷を

水で洗い流して止血したが、翌日に化膿してきた。

45 90 30199
29

43 2017 7 8~9

売り場で屈んで商品品出しをしていた際、後方を通っていた

お客さまの足が腰に当たって倒れ込み、腰を痛めた。 （腰

部傷病歴：3年前ヘルニア）

54 2 80201
500～

999

44 2017 7 17~18

利用者様宅でオムツ交換のため、車イスからベッドへ移乗す

る時に利用者様を抱えきれず転倒する。 その時に腰を捻

り、左腕左膝を打撲。 利用者様体重80kg以上を支えること

ができず、かばうように転倒。 ベッド横に車イスを置いて

いたが、体重が援助者にかかり転倒してしまう。

43 2 130201
10～

29

45 2017 7 16~17

健診センター受付で、ビル管理会社による床清掃作業準備の

ため、床の上の椅子や備品等を片付ける際、前屈作業が多く

腰痛発生。 もともと腰椎椎間板症があり。 当日は夕方だっ

たのでそのまま帰宅したものの、翌朝腰が伸ばせず、それで

も無理して出勤したところ、上司から休むように言われた。

39 19 130101
50～

99

46 2017 7 9~10

ゴミ用のコンテナが数台並んでいるところで左手でコンテナ

を支え右手でゴミをコンテナの中に捨てていた時に、地面に

穴があいていたため、コンテナの車輪が落ちて、コンテナが

傾き、慌てて左手を引いた時に、コンテナの溝に小指をひっ

かけて脱臼骨折した。

43 90 170101

1000

～

9999

47 2017 7 9~10

派遣先施設内2Fフロアの入居者の室内にて、介護リーダーと

2人で入居者を車椅子からベッドへ移乗させる際、前から抱

えて持ち上げた時に入居者が急に仰け反るように動いたた

め、転倒させないように踏ん張ったところ背中部分に激しい

痛みを感じ立ち上がれなくなる。 その場で歩けなくなった

ため、車椅子に乗せられ休憩室に運ばれた。 戻って就業を

続けようとするも動く度に激痛が走るため、その日は早退。

背部挫傷により約2週間の加療と診断される。

47 4 130101
50～

99



48 2017 7 10~11

特別養護老人ホームにて、入居者様（女性・身長147cm、体

重37kg）をベットに座っている状態から車椅子へ移乗させ

る際に、横から入居者様の腰部を持ち上げた時に、腰に激痛

が起こり、その場で動けなくなった。

52 19 130201
30～

49

49 2017 6
22～

23

荷受場でカート台車を店内に持ち込もうとした際、同僚と口

論になり、同僚に顔面を右拳で殴打され外傷を負った。
35 99 80201

300～

499

50 2017 6
16～

17

ベッドに寝ていた利用者を車椅子へ移乗しようと、スタッフ

2人にて介助時、利用者を抱きかかえて立った時に利用者が

手を出し抵抗し、バランスを崩し、そのまま右足を下にして

2人で転倒した。 もう1人のスタッフはいたが、間に合わな

かった。 右足に違和感と痛みを感じ、病院にて骨折と診断

される。

31 2 130201
10～

29

51 2017 6
21～

22

駐車場において、営業終了後に帰宅しようとした時に、敷地

内にある車進入止ロープに足を引っ掛けて転倒し、右足首を

骨折した。

51 2 80209 1～9

52 2017 6
13～

14

ハウス内で人参の草抜きをしている時に、マムシがいること

に気付かず作業を続けていて、草を抜こうとした際にマムシ

に右手人差し指付近を噛まれて負傷した。

72 90 60101
10～

29

53 2017 6 7～8

3階のSSにおいて、おしぼりの熱湯消毒を洗面器で行った。

本来は、軍手とゴム手袋をする予定であったが、急いでいた

ため、軍手だけでお湯の中に両手を入れたため熱かったの

で、その場で軍手を外したところ、右手の親指の皮がめく

れ、その他の部分は赤く腫れ上がっていた。 この業務中、

側に誰もいなかった。 水で冷やし、看護師を呼んで応急措

置をしてもらい、その後、病院の救急へ連れて行った。 両

手火傷（重症）で、全治3週間となった。

19 11 130201
50～

99

入居者の居室にて、歯科診療を終えたご入居者を、歯科医師

が誤嚥防止体操の指導を行うため、指示により、車椅子から



54 2017 6
13～

14

ベッドへ移乗介助を行った。 入居者の両手を首に、両脇よ

り腕を差し入れ、ベッドに端座させる際、左腰より左臀部に

痛みが生じた。 時間が経つにつれ痛みは増したが、翌日は

休日であったため横になっていた。 夜になって歩行困難と

なり、救急車にて病院へ搬送され、そのまま入院した。

53 19 130201
10～

29

55 2017 6
14～

15

車両荷台からクールボックスを押し出す際、右脹脛に痛みを

感じ受診したところ、肉離れと診断された。
52 19 170101

500～

999

56 2017 6
19～

20

本館床材コーナーにて、タイルカーペットの品出しを行って

いる際に、右手を使って商品を押し込もうとした。 この

時、特に親指に強く力を入れて押したところ、右手首に強い

痛みがはしった。 この日はそのまま仕事を終え、帰宅し

た。 翌日になっても痛みは治まらず、腱鞘炎の悪化による

ものと判明した。 3ヶ月程前から痛みはあったが、特に治療

は行わず、業務を続けていた。

27 19 80209
50～

99

57 2017 6
14～

15

首下麻痺の利用者様がベッドで静養していて、車椅子の方へ

移乗しようとして身体をトランスしたところ、腰部に痛みを

感じた。

50 19 130201
30～

49

58 2017 6
9～

10

デイサービス玄関前にて、後部荷物台より車椅子を下ろそう

と車椅子を持ち上げた時、力がかかり左肩に痛みが出た。
60 19 130201

500～

999

59 2017 5 0～1

病棟内にて、数ヶ月前にスライドボードを利用した入浴介助

に伴う患者の運搬と、当月と翌月に入浴介助業務を行い、そ

れ以外は病棟内で看護師一般業務を行っている。 当月に入

院患者に疥癬の診断があり、病棟内で感染拡大予防策を強化

されたが、身体の一部に発赤と掻痒感があり、疥癬と診断さ

れる。

45 90 130101
100～

299

60 2017 5
10～

11

当院病室において、患者様を車椅子からベッドへ移動させて

いた際、腰部の筋肉を痛めた。
41 19 130101

100～

299



61 2017 5 7～8

4階食堂にて、入居者を椅子にしっかり座らせようと抱えた

際、腰に違和感を覚え、次第に立てなくなった（圧迫骨

折）。

72 19 130201
10～

29

62 2017 5 5～6
冷生地包装番重ストッカーにて作業の際、足元を滑らせ転倒

し、右手を床につき負傷した。
46 2 10104

100～

299

63 2017 5 7～8

介護施設内の共有スペースの食堂にて、ご利用者様が味噌汁

をこぼしかけたため慌てて受けに行ったところ、椅子の脚に

躓き転倒した。 その際、手を床に着き左手薬指を剥離骨折

する。

59 2 130201 1～9

64 2017 5
12～

13

お客様のご自宅の庭にて、中型犬の散歩をしてリードを外そ

うとした時に噛まれた。
36 90 170209 1～9

65 2017 5
11～

12

納品先で、キャンピングカーのドアを納品するため運搬作業

をしている時に、キャンピングカーのドアによって、運搬時

にバランスを崩して支えようと不自然な姿勢になったこと

で、腰に激痛が生じてしまった。

43 19 80109
10～

29

66 2017 5
12～

13

入居者様を車椅子からベッドへ移乗する際に負傷した。 片

麻痺がある体格の大きい入居者様だったので、気を付けなが

ら移乗していたが、無意識に右側に力が入っていたようで負

傷してしまった。

36 19 130201 ―

67 2017 5
11～

12

トナーの機械に部品をはめようと機械下部にあるレバーを左

手で引きながら右手で上部を押さえこんだところ、右手人差

し指を機械に挟み受傷した。

25 19 170101
500～

999

68 2017 5 8～9

鍋（15?）に入ったお湯をウォーマーに移そうとした際に、

ウォーマーの蓋が閉まった状態に気付き、鍋をウォーマーを

のせているIH調理台の手前に置いて左手で鍋を支え、右手で

ウォーマーの蓋を取ろうとしたところ、左手のバランスを崩

して左足膝上にお湯がかかり、驚いて左手を鍋から離し、

ひっくり返った鍋のお湯が右足甲にかかり火傷した。

35 11 140201
10～

29



69 2017 4 5～6

巡回時に5Fボイラーを点火し、洗濯室を開錠し、再度ボイ

ラー室へ移動する際に意識がなくなり、屋上キュービクル出

入口扉の左下に頭から倒れ、ドアガラスを破損した際にガラ

スで頭や顔を切る裂傷を負った。

50 2 170209
300～

499

70 2017 4
9～

10

介護施設で入居者さんの介護中、別室の入居者さんよりナー

スコールが何度か鳴り、作業を中断してナースコールを鳴ら

した方の所へ行き、待って頂くようお伝えしたところ、自分

を優先しろと暴れ、足が左胸部に当たり左肋骨軟骨不全骨折

した。

41 90 170101
500～

999

71 2017 4
13～

14

スクールバスから身体の不自由な児童を抱えて降車する際

に、ステップ上にてバランスを崩し、抱えていた児童を落と

さないように庇うため、左膝で受け止めたところ児童の体重

が膝にかかり負傷した。

57 19 40202
100～

299

72 2017 4 8～9
事務所内で開店準備中に、店内に置いてあったカゴにつまず

き転倒し、左膝を強打し、右膝の皿を骨折した。
56 2 40301

30～

49

73 2017 4
16～

17

支援中利用者から背中を掻くよう要求がありソファーで膝枕

で背中を掻いていた。 利用者の手の甲がいきなり顔面・眉

間に強くあたった。 その後も支援していたが、首・肩に違

和感が出始め、頭痛・肩・首辺りに痛みの症状が出た。

59 90 130201
100～

299

74 2017 4 8～9

惣菜作業場裏のバックルーム廊下でスキャンチェックの途

中、近くでしゃがんで作業をしていた作業員の足につまずい

て転倒し、右膝を強打した。

55 2 80201
100～

299

75 2017 4
17～

18

コインランドリー店内清掃のため、バックヤードへ掃除用品

を取りに行こうとした際、在庫で置いてあった洗剤につまず

き左足小指を負傷した。

47 2 170209
30～

49

76 2017 4 1～2
製品のラップをはがしている時に自分の足につまずき、地面

に足を着いた衝撃で骨折した。
42 2 40301

100～

299



77 2017 3 10~11

施設利用者（障害区分6、重度）を昼食前にトイレに誘導し

ようとした時、利用者が興奮されて右手の指が労働者の右眼

に入り負傷した。 普段から興奮が強い利用者で体格も良い

ため、トイレ誘導や食事介助等の業務は2～3人が対応してい

た。

29 90 130201
10～

29

78 2017 3 18~19

バックルームにて、テーパー箱に入っている商品の仕分けと

テーパー箱の積み直しを行っていた。 積んだテーパー箱

（高さ120cm）の脇には、高さ210cmのゴンドラがあった。

被災者は検収台にあるセロテープを取りに行こうとゴンドラ

の脚を跨いだが足が引っ掛かり転倒し、床に右手と左膝をつ

き、右手関節打撲を負った。 なお、ゴンドラとは商品

（服）をかけておく移動式（コマ付き）棚である。

37 2 80209 1～9

79 2017 3 11~12

当施設入居者様の居室にて、車イスからベッドへの入居者様

移乗時にバランスを崩し、腰を痛めてしまった。 電動の昇

降装置が故障しており、誘導についたリーダーと本人で手動

にて試みたが、正常に作動せず、そのままの位置で移乗する

様に誘導を行った。

34 19 130201
30～

49

80 2017 3 10~11

利用者居室にてシーツ交換時、車イスに移ってもらうために

起こす際にゆっくりして欲しいとの要望があったため、でき

るだけゆっくりと介助を行っている時、急に脇腹に強い痛み

を感じた。

67 19 130201
50～

99

81 2017 3 12~13

改札口で勤務中、女性から痴漢行為を受けたとの申告を受

け、駅長室に応援を要請後、事情を聞いていると急に逃げ出

そうとしたので制止したとき、右首筋と顎を殴られ、もみ

合っているときに右足親指を強く踏まれた。

44 6 40101
100～

299

施設内において、夕食介助業務に従事していた際、利用者へ

薬の入ったコップを配っていたとき、近くにいた別の利用者

（リクライニング車椅子に横たわっていた）が突然起き上が



82 2017 3 17~18 り、車椅子から降りようとした為、コップを持ったまま支え

ようと右手を伸ばすも支えきれず、右側臥位で転倒し、被災

者の左足の上に利用者がもつれるように倒れ、左膝を骨折し

た。

46 6 130101
500～

999

83 2017 3 16~17

店内加工食品売り場にて、多目的トイレから呼び出しのブ

ザーが鳴り、様子を確認しようとトイレに向かう途中、急い

でいた為、歩いていたお客様の足に躓き転倒し、右手首を受

傷した。

63 2 80201
50～

99

84 2017 3 19~20

衣装を着用しないステージショーのリハーサルで右に移動し

ながら両手を上げ、左足でジャンプする振りで、左足で踏み

込んだ際、左ふくらはぎに痛みが発生した。 それまで4年間

在籍していたステージでは、5cmのヒール靴で2.7度の傾斜

のあるステージで踊っていた。 現在のステージでのリハー

サルが開始となり、フラットなステージでヒールなしでの踊

りは、環境に慣れておらず、ふくらはぎに通常以上の負荷が

かかった。

33 19 140302
10000

～

85 2017 3 11~12
店内を移動する際、靴が濡れており転倒し、床に手をつき負

傷した。
60 2 80409 1～9

86 2017 3 7~8

厨房からカウンターにスープジャーを移動させるため、スー

プジャーを持ち上げたところ蓋がずれ、持ち上げた反動でず

れていた部分から中の味噌汁がこぼれ、両足首より下部分に

かかり熱傷を負った。

19 11 140201
10～

29

87 2017 2 9~10

店には、お客様が食事代を払わず、後日払うと言われ、店を

出られた為、店外まで追いかけて支払いをお願いしたとこ

ろ、お客様が逆上し顔を1回殴られた。 急いで店内へ逃げ込

んだが、お客様がフロントセンター内まで追いかけてきて、

押し倒され、顔を1回、後頭部を1回殴られ、さらに、腰を1

55 90 140201
10～

29



回、足を1回、顔を1回殴られた。 合計3回殴られ、3回蹴ら

れた為、顔、膝、背中を負傷したものである。

88 2017 2 11~12

浴室でご利用者様の入浴介助をしていた。 この日の入浴さ

れていた方は要介護4～5の方で、2人介助でストレッチャー

への移乗を行い介助をしていた。 あるご利用者様を入浴用

のストレッチャーへの移乗介助を、上半身側を持って行っ

た。 その際、左腰に電気がはしるような強い痛みを感じ

た。

22 90 130201
100～

299

89 2017 2 20~21

厨房でフライヤーの周り、特に油の入ったシンクの周りの汚

れの酷い所を掃除していた。 力を入れて掃除していたの

で、勢い余って滑り、油に右手を入れてしまい、油が跳ねて

右肩などにかかった。

21 11 140201 ―

90 2017 2 17~18

利用者様をご自宅に送り、車イスからベッドに移乗させる

際、利用者様の頭が胸部に強くぶつかった。 痛みが日に日

に強くなったため受診したところ、胸部骨ヒビと診断され

る。

46 6 130201
10～

29

91 2017 2 8~9

病室で患者のオムツ交換を行い、その後患者を右側臥位に

し、病衣の背中側を整えるために裾を引っ張った瞬間、腰に

強い痛みが発生した。

43 19 130101 ―

92 2017 2 17~18

寿司製造（特に重労働はシャリ9㎏を持って作業場へ運ぶ作

業平日2回、火曜8回、土日5回）を1日8時間、月間160時間

継続的に行い両手首に腱鞘炎を発症した。 前月末より違和

感があり、当月の恵方巻製造で特に同じ作業を行ったこと

で、痛みを感じ腫れた。 （骨にも異常があるとの診断であ

る。）

62 19 80201
300～

499

93 2017 1
16～

17

トラックで運んできた牛を牧場内で降ろす作業をしている

際、牛が暴れ出してしまい、被災労働者の右肩にぶつかって

負傷した。

61 6 70101 1～9



94 2017 1
16～

17

5階の居室トイレにて、ズボンの着脱介助中にバランスを崩

し、右膝からボキッと音がし、右膝に痛みが出て力が入らな

くなってしまった。

62 19 130201
30～

49

95 2017 1
11～

12

店内トリミング室にて、お客様からお預かりした猫をトリミ

ングの為にキャリーから出した直後、トリミング室の左奥

（入口から見て）に逃げてしまい、捕獲する際に左腕の肘か

ら上、手首、薬指、人差し指、右腕の肘から手首にかけて猫

に噛まれてしまった。

23 90 80209 1～9

96 2017 1
10～

11

施設内の利用者様の居室内において、ベット上でオムツ交換

しているとき、交換を終えて左側臥位の状態で肌着等をあげ

ようとしたとき、ぎっくり腰となり負傷した。

32 19 130201
100～

299

97 2017 1
18～

19

日勤を終了し帰宅準備をするため、更衣室で制服から私服へ

着替えようとし、制服のズボンを脱ごうとしたところ、ズボ

ンの裾にあるゴムが足に絡みバランスを崩したため、転倒を

避けようと右足を床についた際に右足がひねった状態であっ

たため、右足の小指側甲の部分に痛みがはしり負傷した。

31 2 170209
10～

29

98 2017 1
9～

10

バスの運行が終わり車庫へ戻り、清掃を行っている時地面が

凍結しているのはわかっていたので気をつけていたが足を滑

らせ、転倒して負傷した。

44 2 40202
100～

299

99 2017 1
16～

17

脱衣所にて入浴介助中、ご利用者様を入浴用椅子から車椅子

に移乗の際、全介助にて抱えた時左側の腰に激痛を生じた。
48 19 130201

100～

299

100 2016 12
15～

16
男性患者に顔面等を殴られ負傷した。 41 90 130101

300～

499

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各起因物における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_18.html
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